
 

 

［成果情報名］寒冷地における水稲品種「萌えみのり」の鉄コーティング種子湛水散播栽培  

［要約］寒冷地において直播向き水稲品種「萌えみのり」種子を鉄コーティングして湛水散

播栽培することにより、一般品種の移植栽培並の収量、品質、食味となる。玄米 60kg 当た

り費用は 2009 年度統計値の約 80％となる。  

［キーワード］水稲、鉄コーティング、直播、萌えみのり、散播、密封式 

［担当］東北農研・東北水田輪作研究チーム 

［代表連絡先］電話 0187-66-2776  

［区分］東北農業・作物（稲栽培）、作物、共通基盤（総合研究） 

［分類］技術・普及 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

水稲の低コスト栽培技術として直播栽培面積が増加しているが、収量が１割程度低下す

るため、玄米 60kg 当たりの生産費はあまり低下していない。そこで、直播向き水稲品種「萌

えみのり」の鉄コーティング種子を既に所有している作業機で散播し、収量を確保しつつ

生産コストを低下させる栽培技術を開発する。あわせて、密封式鉄コーティングと慣行式

鉄コーティングを比較検討し、出穂期や収量、品質の違いを明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．コーティング作業時間は、乾燥工程がない密封式が慣行式より短い（表１）。種子重

量は密封式で乾籾重量比 1.90 倍、慣行式で 1.68 倍になる。産業用無人ヘリコプター（以

下無人ヘリ）には乾籾 10 kg 分のコーティング種子を搭載できる。 

２．播種は 5 月上中旬に 5 cm から 10 cm の湛水状態で行う。作業時間は 10a 当たり背負式

動力散布機で 6.4±2.7 分・人（畦畔より、平均±標準偏差）、無人ヘリで 14.0±3.5 分

・人（３人作業）、乗用管理機で 15.9±4.1 分・人（２人作業）である。密封式は開封

後発熱するため 1 時間以内に播種する必要があるが、散播の場合は播種時間が短いので

発熱による種子損傷のリスクは低い（表１）。 

３．密封式は慣行式より１葉到達が約４日早いが、苗立率に差はなく、ほぼ 50％〜80％で

ある（表２）。播種量 5 kg/10a でほぼ目標の苗立数 100-150 本/m
2 が得られる。 

４．５月上中旬播種の場合、出穂期は８月中旬である（表３）。密封式は慣行式よ

り出穂が２日早い。収量、検査等級、食味はコーティングによる差はなく、一般

品種の移植栽培と同等である。稈長、倒伏程度もコーティングによる差はない。

両コーティングとも倒伏程度は一般品種の移植栽培より小さい。  

５．無人ヘリで播種、追肥、薬剤散布をする体系では、作業時間は約６時間/10a で

2009 年統計値（全国 15ha 以上）の約 40％に低下し、 60kg 当たり費用は統計値の

約 80％に低下する（表４）。  

６．密封式は個人や播種時期が遅い場合に適している（表１）。慣行式は農閑期に大規模

にコーティングするのに適している。  

［成果の活用面・留意点］ 

１．基肥は窒素成分で約 6 kg/10a、穂肥は約 3 kg/10a とし、大豆跡では基肥を減らした現

地試験の結果である。  

２．休眠打破処理を施した「萌えみのり」種子を用いた結果である。「萌えみのり」

種子は休眠が強いので、慣行式の場合は 40℃の育苗器で５日から７日間処理す

る等の休眠打破処理をする。密封式の場合は発芽を確認する。  

３．「萌えみのり」は出穂期が「ひとめぼれ」より１日早い”中生の晩”で、耐冷

性は”強”である。葉いもち抵抗性は”やや弱”、穂いもち抵抗性は”中”なの

で適切に防除する。  

４．密封式鉄コーティングは山形県開発の技術である（平成１９年度研究成果情報）。



 

 

［具体的データ］ 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（白土宏之）  

［その他］ 

研究課題名：地域条件を活かした高生産性水田・畑輪作のキーテクノロジーの開発と現地

実証に基づく輪作体系の確立 

中課題整理番号： 211k.3 

予算区分：委託プロ（水田底力）  

研究期間：2007 年～2010 年 
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三、福田あかり、山口弘道、福嶌陽、大平陽一、片岡知守  

表２　初期生育と苗立ち
年 場所 処理 播種 播種 1葉

日 量 到達 率 本数

g/m2 日数 % 本/m2

2008 大仙市 慣行 5/13 6.9 18 86 192
　中仙 密封 14 72 160
奥州市 慣行 5/08 4.5 - 63 94

密封 4.7 - 92 142
2009 大仙市 慣行 5/13 5.2 21 53 105

 中仙 密封 16 61 118
大仙市 慣行 5/12 5.3 17 81 149
　払田 密封 16 76 138
仙北市 慣行 5/09 5.6 20 63 123

密封 16 67 129
奥州市 慣行 4/30 4.0 16 78 117

密封 14 66 100
美郷町 密封 5/15 6.0 14 82 177

2010 大仙市 慣行 22 57 98
中仙 密封 16 60 103

大仙市 慣行 16 61 95
　払田 密封 13 37 58
仙北市 慣行 5/10 6.4 20 69 154

密封 5.0 14 63 110
奥州市 慣行 - 51 73

密封 - 47 68
美郷町 密封 5/15 4.9 12以下 69 118

平均 慣行 5.2 18.8 66 120
密封 5.0 14.9 64 113
検定 - *** ns ns

美郷町は慣行式がないので平均に含めず
1葉到達日数と苗立ち本数は分散分析をした
***は0.1%水準で有意差あり
苗立率はロジスティック回帰により検定

5/11 5.0

苗立

4.5

5/02 4.2

5/11

表１　各コーティングの特徴

事項 密封式 慣行式

コーティング
作業時間（分/6kg)

消毒,浸種     15.4
コーティング　10.5

消毒,浸種          14.7
コーティング+乾燥  24.1

重量増加率(乾籾比）
鉄0.5倍重

1.90±0.04倍 1.68±0.06倍

コーティング時発熱 なし 不十分な乾燥で発熱

播種時発熱 開封後1時間以内に播種
散播なら播種早く問題なし

発熱なし

常温保存性 5日 数ヶ月

個人コーティング 大規模コーティング

遅い播種時期 農閑期コーティング

重量増加率=平均±標準偏差

活用場面

表４「萌えみのり」散播栽培による米生産費用（無人ヘリ播種体系）

項目 単位

水稲作付面積 a 2,028 2,500 ( 123 ) 3,400 ( 168 )

　うち直播面積 a － 1,000 ( ) 1,000 ( )

10aあたり費用合計 円 74,174 71,470 ( 96 ) 66,081 ( 89 )

　資材費 円 38,022 44,652 ( 117 ) 47,491 ( 125 )

　償却費 円 16,252 18,525 ( 114 ) 10,631 ( 65 )

　労働費 円 19,900 8,293 ( 42 ) 7,959 ( 40 )

10aあたり労働時間 時間 13.9 6.0 ( 43 ) 5.7 ( 41 )

10aあたり収量 kg 503 622 ( 124 ) 538 ( 107 )

60kgあたり費用合計 円 8,848 6,894 ( 78 ) 7,370 ( 83 )

2009年産統計値は農林水産省「農業経営統計調査　平成21年産米生産費」より

2009年 2010年

実証試験（統計比％）

実証試験費用は秋田県美郷町の法人経営（2010年の経営面積は水稲移植24ha、
直播10ha、大豆６ha、ほか作業受託として無人ヘリ４台による薬剤散布のべ面
積2200haなど）における現地試験に基づき、直播面積10haを想定して試算

全国15ha以
上の統計値

表３　現地試験における出穂期、全刈収量、収量構成要素、検査等級と倒伏程度

年 品種 栽培 処理 籾数 登熟 穂数 一穂 検査 試験

法 歩合 籾数 等級 場所数

% 本/m2 1-3 0-5

2008 萌えみ 散播 慣行 8/16 598 380 77 23.4 637 60 2.0 0.2 72.1 0.1

のり 密封 8/14 630 384 75 23.6 652 59 2.0 0.2 73.1 0.1

一般 移植 615 1.5 0.5

2009 萌えみ 散播 慣行 8/15 683 355 86 24.6 597 60 1.3 0.0 70.1 0.2 秋田県大仙市×2

のり 密封 8/14 677 333 86 24.7 572 58 1.3 0.0 69.2 0.1 秋田県仙北市×1

一般 移植 607 1.0 1.7 岩手県奥州市×1

2010 萌えみ 散播 慣行 8/11 566 301 88 24.1 468 65 1.0 -0.1 70.7 0.1 秋田県大仙市×2

のり 密封 8/09 555 306 85 23.7 454 68 1.0 -0.1 70.8 0.1 秋田県仙北市×1

一般 移植 563 1.3 1.0 岩手県奥州市×1

平均 萌えみ 散播 慣行 8/14 * 619 a 338 ns 85 ns 24.2 ns 553 ns 62 ns 1.3 a 0.0 ns 70.7 ns 0.1 ns

のり 密封 8/12 619 a 333 84 24.1 541 62 1.3 a 0.0 70.6 0.1

一般 移植 591 a 1.2 a

2010年は大仙市1箇所で苗立不良により出穂が遅れたので出穂期の平均値からは除外した

一般品種・移植栽培の倒伏程度は一部の試験場所のデータ

一般品種は奥州市が「ひとめぼれ」、その他は「あきたこまち」

同じアルファベットは5%水準で有意差がないことを示す(精玄米重、検査等級、Fisher's PLSD法)

出穂期、収量構成要素、食味、稈長、倒伏程度は処理間で分散分析をした。*は5%水準で有意差あり

食味官能試験は秋田県大仙市で移植栽培した「あきたこまち」を基準とした

出穂期 千粒重

g

全刈

収量

kg/10a 100/m2 -3～3

稈長

 cm

食味

官能

倒伏

程度

秋田県と岩手県
でのべ10箇所

秋田県大仙市×1
岩手県奥州市×1


